
ほけんだより  

 ようやく寒さも落ち着き、春を感じさせる気候になってきました。春からの新たな 

学年や新生活に向けて、心身を整えていきましょう。 

 

 

 私たちは持っている感覚をフルに使い、 

 様々な情報や様子を感じとっています。 

それは、主に「視覚」「聴覚」「嗅覚」「味覚」「触覚」の５つの感覚「五感」と呼ばれてい

ます。学習や遊びなど、様々な場面で五感を活用しているのです。今日は、 

それに加え、よりよく生きるために大切にするとよい３つの「カン」 

を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５つの感覚「五感」と、３つの「カン」を大切に、 

これからの生活を豊かにしていってください。 

③「関係」 

 人と人との繋がりや、お互いに関わり 

合い、影響し合うことです。自分のまわ 

りには家族や友人など、多くの「人」が 

います。その関わりの積み重ねが、今の 

自分を形づくっているのです。それが、 

生きていくということでもあります。 

 人は、一人では生きていけず、この世 

に生まれ、いま生きているということだけ 

でも、多くの人と繋がっているのです。時には、関係が悪化してしまうこともありますが、し

っかり見直すことも大切です。これからも、さらに多くの人と出会い、関わりをもっていく

ことになります。その人たちとの関係を見つめ、大切にすることが、 

自分の人生を豊かにすることに繋がります。 

①「直感」 

 説明できるような根拠はない

けれど、感覚的に何かピンと来る

感じのことです。例えば、「友達

に誘われたけど、なんかちょっと

危ないような気がする」など、「何

となく」「もしかして」という直

感は意外に当たっていることも

少なくありません。 
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３つの「カン」を大切に 

②「感情」 

 様々なことに対しておこる心の状態、気持ちの

動きのことで、「喜怒哀楽」と大きく４つに分け

られます。 

【喜／楽】楽しいやうれしい等、プラスの感情。 

    やる気や元気、希望など、自分を動かす 

    パワーのもとになりますが、勢いだけで 

    進むと、まわりのことが見えなくなった 

    り、気分が浮かれて不注意になり、ﾄﾗﾌﾞ 

    ﾙを起こす原因になることもあります。 

【怒／哀】マイナスの感情。 

    気分の落ち込みや、気力の喪失などがあ 

    りますが、立ち止まって考え、次に進む 

    べき道を見極める機会となったり、さら 

    なるステップアップのエネルギー源に 

    なることもあります。 

 感情は、一時的な心の動きで、それがずっと続

くわけではありません。プラスもマイナスも、う

まくコントロールし、感情におぼれないように

することが重要になります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スクールカウンセラー来校日】

３月１３日（金）１８日（水） 

＊日程が変更になる場合もあります ＊１枠５０分です  

＊生徒・保護者どちらも利用可能です ＊面談の予約は担任または保健室まで 

＊３月は来校日が少ないので、急ぎの相談などあれば保健室へ声をかけてください。 

●スポーツ振興センターの手続きについて 

授業や班活動、登下校などで怪我をして受診した場合、振興センターの給付対象になります。 

市町の高校生医療費助成制度を利用されていて自己負担額が少ない場合でも申請対象です。 

申請期限は、発生日から２年以内ですが、給付期間は１０年間です。卒業後も、継続して給付が受

けられますので、該当される場合は速やかに保健室で手続きを行ってください。 

●定期検診など、春休み中に済ませておきましょう。 

●３月２３日（月）１，２年生は身体測定です。 

●２月運動班心電図検査の結果は、３月中にお知らせ予定です。（欠席者３月９日） 

保健室より 

 

 

 

 身体測定では、２年生のみ聴力検査を行います。１年生も保健室で検査はできますので、気になる人

は、保健室へ来てください。 

イヤホンなど大音量の音を、毎日、長時間聞き 

続けていると、耳の細胞に負担がいき、修復が 

おいつかなくなることで、聴力が低下してしま 

います。このような状態を「ﾍｯﾄﾞﾎﾝ難聴」とよび 

ます。思い当たることはありますか？ 

こんな時は受診をお勧めします！    大切な耳をいたわってあげてね 

□ 耳鳴りが続く  □ 耳が痛い  □ 聞こえづらい  □ 耳が詰まっている感じ 

 

 

 

ヘッドホン難聴に

ご注意を！ 


